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京大東アジアセンターニュースレター   第 465号   





○ バングラデシュ短信 ： ２０１３年 ３月上旬  












2013 年 7 月 13 日(土) 13 時 30 分 














司会  京都大学大学院経済学研究科 教授 宇仁宏幸 
 
13:30-13:40 
挨拶：京都大学大学院経済学研究科 研究科長 教授 植田和弘 
  
13:40-14:40 


















     
17:00-18:30 
懇親会 於時計台記念館 2階国際交流ホール 
司会 大和ハウス工業株式会社顧問/東アジア経済研究センター協力会理事 河合司二 

















「今月の政治混乱のために RMG メーカーの多くは期限内に船積みをすることができないであろう。 今年の 1月に
























1.0%以上強くなったタカのために、1 ヶ月およそ 32 億タカを失っている。もしこの傾向が続けば、国内製品はパキスタ
ンやベトナムやその他競争国の競争値段に勝つことはできなくなる」と語っている。 























また 2002 年には輸出相手国は 86 か国だけだったが、2012 年にはニットウェアの RMG 製品を 148 カ国に輸出して
いる。つまり、バングラデシュは過去 10 年の間に 62 カ国もの新しい入出先を開拓したのだ。それでもニットウェアの
RMG 製品はヨーロッパやアメリカへの輸出に大きく依存している。ニットウェアの輸出収入を支え、逆風からこの部門
を守るために、ニットウェアの市場を多様化していかなければならない。たとえば、日本はニットウェアにとって新しい

















斡旋費用はフィリピン人やインドネシア人では約 8,000HK ドル（約９万 8,400 円）に上るのに対し、バングラデシュ人














界銀行はバングラデシュに 42億 3千万ドル相当のプロジェクトに融資している。 
 











は 8％減少し、輸出は増えた。不況で世界は苦しんでいるが、 バングラデシュの送金は順調に 17.34％増え現在の



































の利用である。ルートの交通量はこれから 5 年間の間に 1.5 倍か 2 倍に上昇するであろう。 2016 年までに 4 車線、
2027年までに 6車線に徐々に増やしていくことが計画されている。  
                                                                   以上 
************************************************************************************************ 





































































































大きく減少した。2009 年には織物繊維部門へ合計 107 億タカの投資があったが、2011 年には投資の合計は 9 億 9
千万タカになってしまっている。国内の織物繊維部門への投資が減った理由は、電気、ガスなどが十分に供給されて
いないからである。現在、地元の織物繊維メーカーは RMG 部門やからの需要に 35％しか合わせることができず、他
は輸入で間に合わせている。 RMGメーカーは、彼らの増え続ける需要に合わせてより安い中国の繊維を輸入してい
る。この状態についてバングラデシュ繊維工場協会（BTMA）の会長ジャハンギール・アラミンは、「我々は地元の






バングラデシュ輸出加工区局は 2012－2013年度の 8ヶ月間で、輸出で 13.27％増、雇用で 22.63％増を達成した。
過去 8 ヶ月間の、EPZになされた実質投資は、2億 2268万ドル相当で、これは昨年の同じ時期に比べると 5.39％下
























ると 2010 年には 303,386人の海外観光客がおとずれ、彼らは 55 億 629 万タカを消費している。地方の観光事業規
模も大きくなっており、昨年は 150 万人(５％が外国人)の人々がコックスバザールを訪れている。世界観光旅行カウン
シル（WTTC）によると、2011年バングラデシュ観光旅行が経済への直接貢献は1兆825億タカ(国民総生産の 2.2％)
であり、これは 2012 年には 7.3％にまで上昇すると予想される。自然の美しさ、古代遺産そして心のこもったもてなし
でバングラデシュはすばらしい観光目的地になる可能性を持っている。工業がだんだん開発されるにつれ、利益が
地元の人々にも流れ込んできている。WTTC データによると 2011 年には観光旅行は 1,329,000(全体雇用の 1.9％)












出稼ぎに行っている 8 百万人の労働者からの国への仕送りが 140 億ドルに上る。出稼ぎは貧困から抜け出し、リスク
を減らし、よりよい生活をするための手段を求めている人々の戦略となっている。今日、世界には 2 億 1500万人の出












































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 





12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             
1月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 




されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
